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私は一度母に連れられ一休寺を訪れたことがある。一休寺では絵本やアニメの世界だ

と思っていた一休さんを身近に感じる事ができた。日本昔話で有名な一休さん。とんち

を使い日常の問題や事件を解決することで、日本または世界で愛されている人気アニメ

として有名だ。そんな一休さんが晩年過ごしたと言われている一休寺はとんち話が様々

な場所に描かれているところや、庭園の美しさが魅力的だ。そんな一休寺についてまと

める。 
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１）一休さんについて 

愛称は一休さんとして知られているが本名「一休宗純」という。禅宗である臨済宗の

僧侶で、室町時代に後小松天皇の子として生まれた。母は後小松天皇の側室だとされて

いるが、帝の命を狙っていると誹謗され、小さな庵で一休を産んだ。一休は 6歳で出家

し、戒名の「宗純」の名を得た。25歳の時に大徳寺の高僧から一休の法名を授かった。 

一休は説法を行うと共に歌を詠んだり、絵画を描いたりしながら奇妙な言動も重ねるよ

うな「風狂」の生活を送り自由人として８８歳まで生きた。 

 

※風狂…仏教の戒律などを逸した行動について、その悟りの境地を表したものとし 

て肯定的に評価する言葉 

 

私たちはアニメや絵本で一休さんを知っているが、江戸時代に「一休ばなし」が作ら

れたと言われている。子供の一休が描かれたのは明治時代で私たちがよく見ているアニ

メなどはこのイメージが使われていると考えられる。 

 



 

２）一休寺について 

そんな一休さんが晩年過ごした一休寺。正式名称は「酬恩庵 

一休寺」（しゅうおんあん いっきゅうじ）だ。元の名は妙勝寺

（みょうしょうじ）であって、鎌倉時代、臨済宗の高僧南浦紹明

（なんぽしょうみょう）が建てた寺だ。その後戦火にかかり復興

ならずにあった寺を一休禅師が再興させた。以降晩年一休は酬

恩庵で暮らし、現在は遺骨が葬られている。 

一休寺の広い敷地では四季折々の風景・植物が楽しめ歴史を

感じることが出来る。私は紅葉の時期に訪れたが歴史ある建物

と紅葉がシンクロしており美しい景色だった。また、方丈枯山水

庭園は江戸時代初期の典型的な禅苑庭園（ぜんえんていえん）と

して名勝に指定されており、現在でもその歴史を感じることが

出来ることで有名だ。 

 

３）一休さんのとんち話・名言 

ⅰこのはしわたるべからず・屏風の虎退治 

一休さんと言えば、アニメでのとんち話が有名だ。一

休寺ではとんち話が目に見える作品として楽しむこと

が出来た。その中でも２つの有名なとんち話を紹介する。 

 

一つ目がこのはしわたるべからずのとんち話だ。一休さ

んのとんち話の中でも一番有名な話ではないだろうか。

写真の左に実際に橋があり、記念撮影をする事ができる。

一休さんのとんち話を体感するのにはとっておきの場

所になる。 

 

 

  

二つ目は屏風の虎退治のとんち話だ。アニメや絵本であ

ったとおり、虎の絵には飛び出てきそうな程迫力があっ

た。しかし、アニメではかわいらしい絵で表現されていた

ので実感がわかなかったが実際に屏風の虎と目が合うと

恐ろしさを感じた。屏風に対して、前にあるイラストの一

休さんはかわいらしく表現されており、面白く感じた。 

 

 



 

ⅱ名言 

一休さんはとんち話で有名だが、一休寺

では一休さんが残した名言も楽しむこと

が出来る。中でも私が感動したのが写真の

言葉だ。この時期私は受験勉強で追われて

いたのだが、どんなことがあっても焦らず

生きていこうという安らかな気持ちにな

った。私の中で一休さんはとんち話のイメ

ージしかなかったのだが、説法や歌でも心

に響くものがたくさんあるのではないか

と感じたため改めて調べてみたいと感じ

た。 

 

  

４）まとめ 

一休寺を訪れ、私は心穏やかな時間を過ごすことが出来た。

上記の通り一休寺にはたくさんの魅力があり全世界のアニメ

ファン 8 万票の投票の中から選ばれた、訪れてみたい日本の

アニメ聖地に認定されている。改めて調べてみると一休寺最

寄り駅から一休寺まで「一休とんちロード」として整備され

ていることが分かった。 

「一休とんちロード」とは京田辺市民が愛着を持つため、

また来訪者が一休寺までの道中を楽しみながら歩くことが出

来るようにと考えられたものだ。区間内 15カ所の電柱に一休

カルタをつかった 22種類の案内板が設置されている。次は徒

歩で、「一休とんちロード」を通り一休寺までの道中も楽しみ

たい。紅葉もきれいに色づく名所のため今秋改めて訪れてみ

たい場所だと感じた。 
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